
　

市
は
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会

貢
献
な
ど
で
市
民
生
活
に
夢
と
希

望
を
与
え
、
庄
原
市
の
名
を
高
め

た
方
々
を
顕
彰
す
る
「
庄
原
市
ふ

る
さ
と
功
労
賞
」
を
新
た
に
制
定

し
、
34
人
に
授
与
し
ま
し
た
。

　

2
月
7
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
授
与
式
に

26
人
が
出
席
。
滝
口
市
長
か
ら
表

彰
状
と
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
功
労
は
、
平
成
17
年

3
月
31
日
以
降
の
国
際
大
会
入
賞

ま
た
は
国
内
大
会
優
勝
を
顕
彰
基

準
と
し
て
い
ま
す
。

庄
原
市
ふ
る
さ
と

功
労
賞
受
賞
者

●
文
化
功
労

中
島　

一
史
（
東
城
町
）

増
原　

一
郎
（
板
橋
町
）　

楪　
　

彰
矩
（
高
町
）

●
社
会
功
労

藤
光　
　

忠
（
一
木
町
）　　

若
林　

光
男
（
比
和
町
）

●
ス
ポ
ー
ツ
功
労

青
才　

優
雅
（
高
野
町
）　　

大
下　
　

徹
（
総
領
町
）

岡
本　

由
香
（
峰
田
町
）　

小
田　

龍
雄
（
東
城
町
）

小
田　

雅
平
（
比
和
町
）　

香
川
凜
太
郎
（
高
野
町
）　　

加
藤　

慎
治
（
高
野
町
）　

金
藤　

理
絵
（
山
内
町
）

杵
築　

昌
利
（
高
野
町
）　　

清
谷　
　

匠
（
板
橋
町
）　

栗
原　

愛
美
（
高
野
町
）

佐
倉　

康
隆
（
小
用
町
）　　

新
山　

涼
太
（
高
野
町
）　　

立
川　
　

茜
（
東
城
町
）　

立
川　

翔
太
（
東
城
町
）　

立
川　

友
貴
（
東
城
町
）　　

谷
口　

桃
子
（
本
村
町
）　

谷
口　

裕
基
（
本
村
町
）

谷
繁　

元
信

　

  （
神
奈
川
県
横
浜
市
）

戸
田　

晴
季
（
高
野
町
）

中
市　
　

諒
（
高
野
町
）　　

長
谷　

葉
月
（
東
城
町
）　

東
山　

達
也
（
高
野
町
）

堀
江　

健
也
（
高
野
町
）　　

堀
江　

康
基
（
高
野
町
）　

堀
江　

亮
介
（
本
郷
町
）

正
木　
　

翔
（
高
野
町
）　

正
木　

樹
李
（
高
野
町
）　　

柳
部　

正
樹
（
高
野
町
）

夢
と
希
望
を
与
え
た
34
人
を
表
彰

ふ
る
さ
と
功
労
賞
授
与
式

　

市
が
新
し
く
制
定
し
た
市

民
栄
誉
賞
に
、
教
育
文
化
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
國
利
義
勇
さ
ん
と
ボ
ス
ト
ン

マ
ラ
ソ
ン
で
日
本
新
記
録
を
樹

立
し
、
優
勝
さ
れ
た
田
中
茂

樹
さ
ん
を
選
び
ま
し
た
。

　

市
民
栄
誉
賞
は
、
社
会
福

祉
の
向
上
、
経
済
の
発
展
お

よ
び
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

の
振
興
に
貢
献
し
、
郷
土
の

誇
り
と
す
る
方
を
顕
彰
す
る

た
め
、
昨
年
12
月
に
創
設
し

ま
し
た
。

　

１
月
29
日
、
市
役
所
で
授

与
式
を
行
い
、
滝
口
季
彦
市

長
か
ら
國
利
さ
ん
へ
賞
状
と
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

田
中
さ
ん
に
は
同
日
、
東
京

都
内
で
授
与
し
ま
し
た
。

郷
土
の
誇
り
と
し
て
表
彰

庄
原
市
市
民
栄
誉
賞
に
2
人
総
務
課
人
事
秘
書
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
５

　

例
年
行
っ
て
い
る
「
庄
原
市
表
彰
状

授
与
式
」
を
2
月
7
日
、
庄
原
市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
各
種
委
員
や
消
防
団

員
と
し
て
在
職
し
、
市
政
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
方
や
、
献
血
30
回
以
上
の
方
、

百
万
円
以
上
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
た
方

な
ど
、
25
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

滝
口
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
ご
功
績
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
、
表
彰
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

庄
原
市
表
彰
状
受
賞
者

●
多
年
に
わ
た
り
学
校
薬
剤
師
に
在
職

さ
れ
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

堀
井
眞
由
美
（
西
城
町
）　

●
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員

に
在
職
さ
れ
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方

井
上　

尚
美
（
東
城
町
）　　

山
本　

智
洋
（
木
戸
町
）

●
多
年
に
わ
た
り
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
等
巡
回
相
談
員
に
在
職
さ
れ
、
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

佐
川　

豊
子
（
東
城
町
）　　

竹
ノ
内
け
い
こ
（
東
城
町
）

●
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
に
在
職
さ

れ
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

上
田　
　

悟
（
板
橋
町
）　　

小
田　

克
哉
（
西
城
町
）　　

茅
田　

正
浩
（
川
北
町
）

實
兼　

利
光
（
三
次
市
）　　

須
澤　

裕
海
（
春
田
町
）　　

高
木　

健
草
（
市
町
）

藤
原　

洋
二
（
高
野
町
）　　

前
藤　
　

忍
（
本
村
町
）　　

松
田　

隆
弘
（
殿
垣
内
町
）

松
長　
　

肇
（
高
野
町
）　　

宮
脇　

博
文
（
春
田
町
）　　

米
田
耕
一
郎
（
殿
垣
内
町
）　　

●
助
け
合
い
の
精
神
で
、
30
回
以
上
献

血
に
貢
献
さ
れ
た
方

金
澤　

倫
康
（
川
西
町) 　
　

佐
藤　

寛
子
（
東
城
町
）　

半
田　

富
啓
（
東
城
町
）

福
岡　

愛
子
（
上
原
町
）　　

和
田　

ゆ
み
（
西
城
町
）　

●
庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
と
し

て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
方

児
玉　

憲
夫
（
大
阪
府
吹
田
市
）

●
土
地
を
寄
贈
さ
れ
た
方

石
原　
　

隆
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）

●
学
校
教
育
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
た
方

小
林　

元
壯
（
山
口
県
岩
国
市
）

表
彰
状
授
与
式

長
年
の
功
績
や
寄
附
に
感
謝

文化・教育の振興に貢献

國利　義勇　（山内町）

主な経歴●全日本文化団体連合会 副会長、広島

県文化団体連合会 会長、庄原市文化協会 初代会

長、県立大学を育てる会 会長　など

ボストンマラソンで日本人初の優勝

田中　茂樹（宇都宮市・高門町出身）

主な経歴●昭和26年　米 ボストンマラソンで日本人

初優勝、昭和25年　愛知国体20㌔マラソン 優勝、昭

和26年　広島国体20㌔マラソン 優勝、日本陸上競

技連盟 理事、全国マラソン連盟 会長（現職） など

受賞者氏名
（五十音順・敬称略）

氏
名（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

氏
名（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

庄原市ふるさと功労賞・庄原市表彰状授与式に出席した受賞者
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